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宇土市では、夏の風物詩「うと地蔵まつり」の名物である「つくりもん」の制作に、昨年に引き続き市

内３つの小学校（宇土小、花園小、宇土東小）の児童たちが挑戦しています。 

例年、地域の大人たちが中心となって作るこの伝統行事に、子どもたちが力を合わせて参加。各校

が趣向を凝らし、児童たちの思いを込めた作品づくりが進められています。 

完成目標は、夏休み直前の 7 月１７日（金）。昼休み（12:45～13:15）の時間を活用して制作が進

められており、現在は最終調整の真っ最中です。 

 

■ 明治から続く“つくりもん”文化を、子どもたちの手でつなぐ 

「つくりもん」は、明治時代に宇土町の商店が常連客を楽しませようと始めたもので、大正時代

には 200基以上が並ぶほどの賑わいを見せた伝統文化です。昨年は 41基が展示され、現代でも祭

りの目玉として多くの見物客を魅了しています。 

学校 学年・クラス 制作物 材料 

宇土小 3年 1組 校区内にある「船場橋」 給食の牛乳パックに新聞紙を巻き、石に見

立てて、石造りの船場橋を表現。 

 3年 2組 宇土市で人気の観光スポ

ット「ジンベエ像」 

土台には、廃棄予定の児童用椅子を使い、

周りを段ボールや新聞紙を使って製作。 

 3年 3組 宇土市の花である 

「あじさいの花束」 

新聞紙を棒状に丸め茎に見立て、花の部分

は、裏紙や新聞紙に紙花を巻いて色とりど

りなアジサイを表現。 

 3年 4組 熊本地震で被害を受けた 

「熊本城 宇土櫓」 

廃棄予定の学校のブルーシートや給食の

牛乳パックなどを使って、宇土櫓を表現。 

花園小 6年生全員 昨年 150周年を迎えた 

「花園小学校の校舎」 

廃棄予定の児童用机・椅子 6個、給食の牛

乳パックを使って横幅およそ 5メートル

の大きな校舎を製作。 

子どもたちの手で未来へ受け継ぐ伝統！ 

うと地蔵まつり名物「つくりもん」に市内３小学校が挑戦 
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宇土東小 3年生全員 くまモンとおじぞうさん 給食の牛乳パックと花紙を使ってくまモ

ンとお地蔵さんを製作。 

 企画委員会

(5・6年生約

10人) 

ペットボトルキャップで

モザイクアート 

行長しゃんと宇土東小

40周年 

全生徒に協力を仰ぎ、分割したパーツを集

めて高さ130センチ×横幅240センチのペ

ットボトルキャップでモザイクアートを

製作。 

 

■ 地域と子どもたちの思いが重なる“まちの宝” 

地域の誇りである祭りを、子どもたちの創意と情熱で盛り上げようとするこの取組みは、伝統の

継承と地域教育の象徴とも言えるものです。つくりもん制作に懸ける子どもたちの姿や、作品が

形になっていく過程など、ぜひご取材ください。 

※取材先は、上記担当者へご連絡いただけますと、学校と日程を調整させていただきます。 


